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溶液中に 長痔間放置 し て も状態変化を示 さ な い
。 ま

た，神経 」旦化黒 色素胞 をア ド レ ナ リ ン で 凝 集 させ た

後に ，K イオ ソ を作用 さ せ た 場合K も，速 か な 顆粒

の 拡散がみ られ る。こ の よ うな結果 か ら，黒色素胞

の 神径分布 に は ， 鱗 の 位置，ま た，同
一

鱗 で もそ の

位置 に よ り， 粗 密があ り，G 型 の 黒色素胞 は 神経分

布 を 欠 く。ま た ，K イ オ ン は 黒色素胞 に 直接働い て

顆 泣 を 拡散 させ る と思 わ れ る 。

メダカ 黒色素 胞の 漿集反応 に及ぼ すア ト

U ビ ン 及び抗 ヒ ス 〃 ミン剤の 影 響

片　 山　　平　三 　郎

　（広島大 ・理 ・動）

摘 出 し た メ ダ カ 鱗 の 黒色素胞 は 政 Ca ，　 Sr，　 Ba

等の 凝 集性 イ オ ン 及び ア ドレ ナ リ ン に よ っ
て そ の 顆

粒 が 凝 集され る が，10−3M ベ ナ ド リ
ー

ル ，
8．6 × 10−s

M ピ リ ベ ン ザ ミ ン 又 は L8 × 10層SM ア トロ ピ ン を

上 記撰 集性 イ オ ン 又 は 4・6 × 10−SM ア ド レナ リ ン と

共 に 作用 さ せ る と凝 集は 抑制 され る 。
K に よ る凝 集

を抑 制す る 効果 は ，
ベ ナ ド リ

ー
ル で は IO−eM

，
ビ リ

ベ ン ザ ミ ン で は 8．6 × 10−TM
で 認め られ た が M ×

10−5M ア ト ロ ビ ン で は 認め られ な か っ た 。

一度 こ れ

らの 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 又 は ア トロ ピ ン で 処 理 し た 黒色

素胞 を生 理 的堪類溶液 で 洗浄 して も， 凝集抑 制効果

は 残 っ て お り，凝 集性 イ オ ン を作用 させ る と顆 粒は

一度凝 集 して も再び拡散す る 。 こ の よ うな後作用は

ア トロ ピ ン の 場台 以 外，洗 浄を くり返す と次第 に そ

の 効 果が弱 くな る 。 摘出後10痔間以一ヒ生 理 的 塩 類溶

液 に 放置し た 神経 退化黒色素胞 の ア ド レ ナ リ ン に よ

る凝 巣 もこ れ らの 抗 ヒ ス タ ミ ン 剤 及 び ア ト ロ ピ ン rc

よ っ て 抑 制 され る 。

ニ ジ マ ス 匪の 黒色 素胞 の 反応

藤　　井　　良　　 三

　 （東大 ・理 ・動）

　ニ ジ マ ス （saljtro　irideus） は 受精後約 釦 日 で 孵

化す るが ，黒色素胞 は 贈化前約 7 日頃体表に 出現す

る 。 孵化前約 3 日 以後 の 胚 及 び孵化後 の 幼魚 の 黒色

素 胞 は 多くの 魚類の 成体 で 知 ら れ て い る の と同じ

く，交 流 ，
K ＋， ア ド レ ナ リ ン に 対 し 速畷 集反応

を 示す 。 こ れ に対し 出現後間 もない 黒色素胞 で は 交

流 又 は K ＋ で 刺 激 し て も色素凝 集は 起 らなv   こ の

時 期で も黒色素胞 に 直接作用す る と考え られ るア ド

レ ナ リ ン rc対し て ぽ速 い 反応 が 見 られ る こ とか ら黒

色素胞 自体 の 被刺激性 は既に発達して い る こ とがわ

か る 。

一
方，交流 及 び K ＋ が 神経 系 の 刺 激 を介す る

こ と に よ り凝集反応 を惹起す る こ とが示 さ れ ， 特 に

神経 を退化 させ た黒色素胞 で は 反応が全 く見 られ な

い こ とが明 か に さ れ て い る の で
，

こ の 出現当初 の 黒

色素胞 は 未 だ 神経 支配を受 けて い な い もの と考え ら

れ る 。 即 ち ニ ジ マ ス 胚 で は ま ず メ ラ ニ ン を持 っ た 黒

色素胞が体表 に 出現 し ， しか る後神経支配 が舜達す

る もの と推 論 され る 。

魚 類の 黒色素 胞の 調節機構 に対する放射

線の 影響　E

江 　　藤　　久　　美

　　（放医研 ・生）

　個体 の 調 節機構 に 対す る 放射線 の 作用 を調 べ る研

究の
一

部 と し て ，
フ ナ の 尾 ヒ レ の 黒色素胞標本 を 用

い て 実験 し た 。 黒色素胞 に 直接作用す る もの と して

10−5M ア ド レ ナ リ ン ，5 ・1〔戸 M ア トロ ピ ン を，神

経末端 に 作用す る もの と して M ／7．5KCI ，　M17 ．5Na

Cl を， ま た神経繊誰 に 対す る 刺激源と して 電気刺

激 （2V ，　 SO　cls
， 白金電極間隙 2mm ）を使 用 し た 。

照射群 と対照群 との 反応 の 比 を と る と，黒色素胞 自

身 の 反応性 は 凝集，拡散両過程共線量の 増加 と共 に

S 字状 に 減少 し ，
600kr 以上 で もなお 反応性が残 っ

た 。 神経末端 の 反応性は両過程共上方 K 凸な曲線で

減少 し ，
450kr で 消失 し た 。 凝集神経繊継は 240kr

で 反応性 が 消失 した が，拡散神経繊椎 に つ い て は 実

験で きな か っ た 。 以 上 の 結果，放射線 に 対し て 黒色

素胞，神経末端，神経繊椎 の 順に 感受性が高 くな っ

て い る と思 わ れ る。黒色素 胞凝集系は 低線域 （200

kr以 下） で 薬剤 に 対す る 反応性 の 高 t りが み ら れ た

が ， 拡散系 で は み られ なか っ た。

淡 水魚 ・ 両 生類の色 素顆粒の 性状 と微細

構 造

松本二 郎 ・小 比 賀正徽 ・ 波磨忠雄

　　　　　（慶大 ・生）
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